
イタリアにおける漢籍の蒐集
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イタリアは古くから中國と深い關係がある。マルコ・ポーロはしばらく措くとし
ても、十六世紀末からルッジエリやリッチ等イタリア系のイエズス會宣教師によっ
て始められたカトリックの中國布教とそれに付隨して行われた中國研究を回顧す
るとき、イタリアは紛れもなくヨーロッパ中國學發祥の地と稱してもよい。しか
しヨーロッパの中國學の中心はやがてフランスに移り、近代に入ってもイギリス、
ドイツなどが積極的に中國研究を押し進めたのに對して、イタリアはほとんど專
門の學者を生み出し得なかった。それはもとより近代統一國家への脱皮が遲れた
ため、國家として充分に中國學を組織できなかったことが大きい。しかしローマ
は何といってもカトリック教會の大本山であり、宣教師自身やそのパトロンである
スペイン・ポルトガル王室による獻納などさまざまな經路によって、早くから多く
の文獻が持ち込まれていた。それらはヴァチカンや布教聖省（���������� �	�
）、
そして布教に從事した修道會の本部などに傳承されてきたのである。さらに遲れ
ばせながらイタリアに統一國家が成立すると、フィレンツェやローマなどの大學
で中國學の講席が設けられるようになり、その擔い手たちによって盛んに漢籍の
蒐集が始められる。
かくして現在イタリアに保存される漢籍は、初期布教史とともにもたらされた
明末の刻本など古い層の書物と、近代以降の新しいイタリア中國學の擔い手たち
による蒐集と、大きく二つに分けることが出來る。ただこうしたイタリアの漢籍
蒐集については、英仏あるいはオランダ、ドイツ、オーストリアの図書館に所蔵さ
れる漢籍にくらべて、あまり知られていないのが現状であろう。筆者はここ六・七
年のあいだ、幸いにほぼ毎年イタリアに赴き、約二十箇所ほどの圖書館で漢籍の
調査を行ってきたので、これらの蒐集に關して大體の感觸をつかむことが出來た
と考えている。調査の結果の全貌はやがてイタリアの同僚と共同でイタリア所在
漢籍連合目録として公にされるはずであるが、それに先だってイタリアの漢籍所
藏機關とその蒐集をごくかいつまんで紹介しておこうと思う。
まず最初に取り上げるべきは當然ヴァチカン圖書館ということになるかも知れ

ない。しかしヴァチカンは地理的にはイタリアにあるものの政治的にはイタリア
に屬さないので、ここで取り上げることをしない。ヴァチカン圖書館の中國關連
蒐集については以前短い文章を書いたことがあるので�、出來ればそちらを御覽い

�「ヴァチカン圖書館の中國關連蒐集について」『日佛東洋學會・通信』第二〇號（一九九五年
十二月）、頁三～六。
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ただきたい。またヴァチカン所藏漢籍には古くポール・ペリオの作った簡目（一
九二二）があり、それ以後のものについては筆者の補編があって、ほぼその全容
を知ることが出來る�。
ただヴァチカンに關連する事柄として若干補足すると、一六二二年、グレゴリ

オ十五世によって創設された布教聖省には、バルベリーニ文庫やボルジア文庫な
ど名家の所藏書が歸しており、その中には他のアジア諸國の文獻に伍してかなり
な數量の漢籍が含まれていた。これらの文庫には古い時期の傳來品が少なくない。
またボルジア文庫には十九世紀初、レミュザやクラプロート等とともにヨーロッパ
中國學草創期に活動したイタリアの中國學者アントニオ・モントゥッチ（��
��	�
���
���	� ���������）の所藏した漢籍全部が入っている。これらの書物は一九〇二
年にヴァチカン圖書館に移管されたため、現在ヴァチカンにあるが、殘餘の漢籍は布
教聖省附設コレージョを引き繼いだ現在のウルバニアナ大學（���
	��	� ��	�
��	
��
�����	���）に收藏されている。數量的にはかなり多いが、出版年代は清末から民
國にかけてのものがほとんどで、見るべきものは少ない。
バチカンを除けば、イタリア最大の漢籍收藏機關はローマ國立中央圖書館（�	��	�
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）である�。その東洋部（#
!	��
 $�	
�
��
）が所藏する漢籍は
一五〇〇タイトル、一五〇〇〇册というから、おそらく數量的にはバチカンを凌駕
している上に、相當な珍本も存在する。なかでも一八三七から四七年まで中國で
代牧を務めたルドヴィコ・デ・ベージ（%����	�� �
 �
�	）が將來した劉文泰『本
草品彙精要』の彩色圖入り鈔本などはこの圖書館の漢籍を代表するものといって
もよく�、イタリアでも七〇年代に部分的複製が作られているが、何年か前に日本
で全册の影印版が出現した�。
實はこの圖書館はイタリア統一後、イエズス會の學院であったローマ學院（"���
�	�

&�'���）の圖書館を接収して出來たものである。そのためイエズス會の持ち傳え
た書物が多くここに傳來し、イエズス會が中國で刊刻した書物について調査する
ためには、ヴァチカン圖書館、フランス國立圖書館とならんで重要な存在となっ
ている。今日、イエズス會の本部には別に文書館（�&#()���*	��' &�'���' #��

�ペリオの簡目はタイプ打ち原稿で、漢字も使われておらず、非常に使いにくいものであった
が、數年前、筆者により改訂編集のうえ正式に出版された。���� �������� ���������� �	
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������� ��	��� #� ���#� �����（高田時雄編『梵蒂岡圖書館所藏漢籍目録補編』、京都大學人文科學
研究所東洋學文獻センター叢刊第七册）。
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�一九九七、東京、科學書院刊。
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��）が存在し、その海外布教に關する大量の文書を保存していることは
衆知の事實で、リッチをはじめとするイエズス會士たちの貴重な報告や書簡がそ
の中に存在するのだが、中に少數の漢籍が紛れ込んでいることはあっても、基本
的に漢籍の數は非常に少ない。それらはすべてこのローマ國立中央圖書館に歸し
ているわけである。
この圖書館の漢籍の來源はイエズス會のローマ學院だけではない。他の會派、例

えばフランシスコ會に屬するアラショェリのサンタ・マリア教會（"*	
�� �	 #��
�
���	� 	� �����
�	）の舊藏書にもしばしばお目にかかる。フランシスコ會が中國
で出版した書物の組織的な研究はまだ存在しないから、こういった材料の整理が
待たれるところである。
この圖書館には教會關係以外からも、漢籍が流れ込んでいる。ローマ大學で日本文
學を中心に極東の言語文學を講じたカルロ・ヴァレンツィアーニ（"���� +��
�!	��	）
所藏の和書漢籍が、同氏の死去の年、一八九七年までに、何度かに分けて購入乃
至寄贈された。また同じくローマ大學で中國學を講じていたロドヴィコ・ノチェ
ンティーニ（%����	��  ��
�
	�	）は、義和團事件に際してイタリア軍が鹵獲した
漢籍約六〇〇〇册をローマ中央圖書館にもたらす上で大きな貢獻をした。これら
の書物の中には多くの見事な裝本の殿版が含まれているが、中には軍靴に踏みに
じられた痕をまざまざと留めるものもあり、歴史の悲哀を感じさせる。ノチェン
ティーニはまた西徳二郎の『中亞細亞紀事』（一八八六）のイタリア語譯を作った
人でもある�。同じく義和團の時の戰利品で北京のイタリア領事館に保管されてい
た二六〇〇册も、當時領事館の通譯であったグィード・ヴィターレ（,�	�� +	
��
）
の斡旋で、ローマ中央圖書館に入った。ヴィターレは後にナポリ東洋大學で教え
ることになる。彼等はみなイタリアの新しい世代の中國學者であった�。
ローマ中央圖書館所藏漢籍の中で、今日から見てむしろ興味を引くのは、南音

など廣東俗曲類の小册子がまとまって収藏されていることであろう。合計百數十
種、同一書がかなり重複しているので、册數は三五〇餘に及ぶ。多くが廣州の廣
文堂の出版物で、片々たる薄册であるが、古いものでは時代が嘉慶年間にまで遡
るから、この種の資料としては非常に珍重すべきものといえよう。出來るだけ早
い時期に詳細を公にしたいと考えている。
ローマ中央圖書館がイエズス會のローマ學院に由來するように、統一イタリア
國は一八七三年、法律によって修道會の機構を解散させ、結果、その經営になる圖
書館は國立機關に編入された。カサナテンセ圖書館（�	��	�

�� "�����
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）も
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榎一雄「中央アジア旅行記」『榎一雄著作集』第二卷（一九九二、東京）頁四二六～四二八（もと
『日本古書通信』四五三號（一九八二年一月）を見よ。
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照。
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例外ではない。この圖書館はもとジロラモ・カサナテ樞機卿（一六二〇～一七〇
〇）によって創設された圖書館で、ドミニコ會の僧院に附設されていた。早くから
一般にも公開するとともに、藏書の擴充、目録の整備に勤め、十八世紀の後半に
はヴァチカンに次いでローマ最大の圖書館に發展した。わが國ではキリシタン版
の『さるばとる・むんぢ』（一五九八年長崎刊）や『どちりな・きりしたん』（一六
〇〇年長崎刊、國字本）を所藏することで知られている。中國關係でいえば、布
教聖省の廣東駐在員であったジュゼッペ・チェルー（��
�	�
 "
���）が殘した文
獻、パリ外國傳道會のアントワーヌ・ギーニュ（��
�	�
 ,�	��
�）の藏書、さら
に同じくパリ外國傳道會のメグロ司教（"*���
� ��	���
）、そして教皇の特使メッ
ザバルバ（"���� �'����	� �
!!������）の寄贈書などが傳えられている。彼らは
皆イエズス會の適應主義を強く非難し、史上に名高いいわゆる典禮問題を引き起
こした一方の當事者たちである。版本の上では特に目立ったものはないとはいえ、
カトリック中國布教史の補助資料としては極めて興味ある材料といえよう。最近、
同圖書館の漢籍についてリストが公表されている�。
同様にもとアウグスチヌス會の圖書館であったアンジェリカ圖書館（�	��	�

��

���
�	��）にも、少數ながら貴重な中國關係資料が所藏されているが、漢籍と呼ぶ
べきものは嘉靖辛亥年（一五五一）刊の『新刊四明先生高明大字續資治通鑑節要』
一點のみである�。
イタリアには國立圖書館がたくさん存在する。これも歴史的經緯があってのこと

なのだが、ローマ以外に、フィレンツェも國立中央圖書館を名乘っている（�	��	�

��
 �!	����
 "
�
���
 �	 �	�
�!
）。しかしこの圖書館の漢籍收藏は全部で二十數點、
ローマと比べるとその數量は問題にならない。その數少ない漢籍の中で有名なの
は、この地の生んだ大旅行家フランチェスコ・カルレッティ（�����
��� "���


	）
が所藏していた萬暦二十三年刊汪縫預等『廣輿考』であろう�	。他には善本の範疇
に入るものとして、嘉靖三年司禮監刻本の『文獻通考』三百四十八卷の完帙があ
り、同じく明刻本の王『農書』（ただし「農器圖譜」のみ）がある。
ナポリ國立圖書館（�	��	�

��  �!	����
 +	

��	� .'���
�
 ((( �	  ����	）も
フィレンツェとほぼ同じ數量の漢籍を所藏する。やや目立つのは「書林拱秀堂劉
蓮台梓行」の牌記を有する『周易本義』で、モロッコ革の見事な裝本には名門ファ
ルネーゼ家（����
�
）の紋章が刻印されている。おそらく古くスペイン經由でも
たらされたものであろう。これらの漢籍には古くミオラ氏によって作成された手
書きの目録が存在する��。
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�不全、卷十九・廿のみ存。羊皮裝。
�	カルレッティ及びその旅行の詳細は、榎一雄「商人カルレッティ」『榎一雄著作集』第六卷（一
九九三、東京）頁三～二一五（もと『月刊シルクロード』第五卷第七號（一九七九年九月）～第六
卷第九號（一九八〇年十一月）に連載、その後一九八四年十月大東出版社より單行本として刊行）
を見よ。また『廣輿考』に關しては、榎一〇一頁に引用された海野一隆、ムッチョーリ兩氏の研究
を參照。
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その他、ミラノの國立圖書館（�	��	�

��  �!	����
 ���	�
��
）��、ヴェネツィ
アの國立圖書館（�	��	�

��  �!	����
 ����	���）にも、多くはないが漢籍が存在
する。前者には萬暦の『古今列女傳』などやや古い書物がある。後者には漢籍の
見るべきものはなく、むしろ何點かの滿文書がある 0��
��

イタリアの滿文書に
はスターリ氏の連合目録があって、これらを網羅している。,	�����	 #
��1� �����
������	 	� 
���	� � 	� 
��	����� ���2� 3	
����
�4。その内の一點には、ポリグロッ
トとして名高いヴェネツィア出身のオリエンタリスト、エミリオ・テーザ（.'	�	�
5
!�）の藏印を捺してあるので、あるいは他の滿文書もこの人の舊藏書かも知れ
ない。
シチリア地區中央圖書館（�	��	�

�� "
�
���
 �
��� &
�	��
 #	�	�	���）はイン

トルチェッタ（�����
�� (�
���


� 殷鐸澤� ���2�����）の ���	���	� �	�	��（一六
六二、建昌）及び �	����� ��	���	� ���	�	��������	�（一六六七、廣州；一六六九、
ゴア）を所藏することで知られている。ごく少數の漢籍もなくはないが、とりた
てて言うほどのものではない。
フィレンツェのラウレンツィアーナ圖書館（�	��	�

�� �
�	�
� %���
�!	���）は
メディチ家の圖書館として名高い。ルネサンス期の圖書館のおもむきをそのまま
傳える、この圖書館の古い書庫には、さすがに何點かの古渡りの漢籍が収藏され
ている。崇禎刊の『宣和博古圖』（三十卷中十四卷まで存）、萬暦頃の富春堂刊『大
觀本草』（卷二十三のみ）、また恐らく明末刊の『文公家禮儀節』（全八卷中、卷五
～八存）がやや注意を引くが、なかでも崇禎六年の忠義堂刊の『新選合併明朝三
春演義大全』は他に傳本を見ない珍書である。
中國學の講座を持つ大學は、多かれ少なかれ中國書を所藏している。しかしヨー

ロッパ諸國の中で近代的な中國學の確立が遲れたイタリアでは、組織的繼續的な
蒐書が難しかったようで、民國以降の出版物はともかく、いわゆる漢籍に數えら
れるような線裝本古書の數は非常に限られている。しかし時には古い傳承の書物
が、さまざまな經緯によって大學圖書館に流れ込んでいる場合もないことはない。
大學圖書館の中で數量的にもっとも豐富な漢籍を有するのはローマ大學（��	�
��	
��

�
��	 �
��	 �	 &�'� 6%� #��	
�!�7）である。その文哲學部（�����
�� �	 %



�
 

�	������）東洋學科（8	���
	'
�
� �	 �
��	 ��	
�
��	）にはほぼ數百點の漢籍が所
藏されている。同治、光緒など清末の刊本がほとんどで、大多數にノチェンティー
ニの藏書印が捺されてあるから、かつてこの大學で教えた同氏の舊藏書がそのま
まここに収まったものと思われる。ノチェンティーニは一八八三年から八八年ま
でイタリア外務省の見習い通譯として中國に滯在しているから、その時に購入し
たものに違いない。ただ現在の學生はほとんどこれらの書物を利用していない様
子で、管理も充分に行き届いていないらしいのは殘念である。
ナポリ東洋大學（(�
	
�
� ��	�
��	
��	� $�	
�
��
 �	  ����	）は中國とのつなが
りが非常に古い。布教聖省から派遣され、一七一一年から一七二三年まで中國に

��この圖書館の漢籍目録として、古くジュゼッペ・アーゲル（1����**� .�&�	）によって%����	�	
��� ����� %����� ����� �����	��
� "���� �� �����	が編まれている（未刊稿本）。
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滯在した神父マッテオ・リパ（��


� &	�� 馬國賢� �������/2）によって、一七三
二年ナポリに創立された中國人學校（"���
�	� �
	 "	�
�	）がその起源である。こ
の學校は中國人にカトリック的教育を施し、中國における布教活動を推進すると
ともに、ナポリ王國の東洋への經濟的進出を支援する目的をもっていた。その後
さまざまな變遷を經つつ、イタリアにおける東洋學の教育研究據點として再編さ
れ、今日に至っているが、殘念なことに、古い漢籍の所藏は少なく、ほぼ五〇點
を有するに過ぎない。
その他、大學圖書館ではフィレンツェ（�	��	�

�� ��	�
��	
��	� �	 �	�
�!
）、ジェ
ノヴァ（�	��	�

�� ��	�
��	
��	� �	 ,
����）、ボローニャ（�	��	�

�� ��	�
��	
��	�
�	 �������）にも若干の漢籍が存在する。
フィレンツェにはイタリア統一後まもない一八七一年にイタリア東洋研究協會

（#��	

�� 	
��	��� �
� ��	 �
��	 ��	
�
��	）が組織された。これがその後、東洋學院
（����
'	� ��	
�
��
）、アジア協會（#��	

�� ��	�
	��）と變遷したが、その藏書が
今日フィレンツェ大學に歸している。現在保存されている漢籍類は、滿文書など
を併せても三〇點未滿で、すでに散逸したものが多いと思われる��。やや目を引い
たのは崇禎八年刊の『陰符經解』ぐらいである。
ジェノヴァ大學の圖書館にはイエズス會が中國で出版した書物が十數點所藏さ

れている。すべて十七世紀前半の古いもので、それらに混じって萬暦刊の日用類
書『格物全書』なども見られる。大學に入った經緯についてはまだ深く調べてい
ないが、イエズス會關係の施設に由來するものに違いない。
ボローニャ大學の漢籍も數量は二〇點に滿たない。ポリグロットとして名高い
メッゾファンティ樞機卿（,	��
��
 ,�����
 �
!!�0��
	9 ���/���/�）の舊藏であ
る。ただしほとんどすべて漢譯されたカトリック關係書であり、かつ出版年代も
十九世紀以降のものである��。
最後に研究所及び博物館などの藏書を見ておこう。まずローマにあるリンチェ
イ學士院の圖書館（�	��	�

�� �
��:�����
'	�  �!	����
 �
	 %	��
	 
 "���	�	���）
��にはキリスト教關係の漢籍を中心に約二〇點が收藏されている。中には萬暦年間
の新賢堂張�嶽刊の『周易本義』などキリスト教以外の古い書物も少し混じって
いる。

��フィレンツェのアジア協會はワイリー（���;�
��	 ?����� �9��,�99#）の蒐集した滿蒙藏語文獻
を購入したりして、もとは比較的豐富なコレクションをもっていたらしい。:� '���
��
�� ��
���&� �

������ *	����� 	� ��� '	��� %���� ����
� 	� ��� "	,�� $�����
 �	
���,� '�@ ��	���� 
���>>5�99�6�
*��/�を見よ。これには邦譯「伊太利における支那研究」『書香』第十五卷第九號（昭和十六年）が
ある。

��メッゾファンティの中國蒐集については以下の專文がある。�
�	��
� ����
���� �
�A�&�
� *	�,
�� �
�	� ���  ���	���� ��
��� � �� �	&� �
�� ��
���&��� ��� <�
�� $�((���
�� ����� %���������
7
�
�	����	�� �� %���&
�� �� ������+�	�� �� ������� ����� %���&
�� �#+,��#�

��この圖書館は學士院固有の藏書以外に、元コルシニアーナ圖書館（:�	�
(� !�	��
�後の教皇
!�� �
�� >��（�#+8,-8）の藏書を基礎とする）のコレクション、及びカエターニ・コレクション
（��	 �
���公、:��
� !����
�の蒐集）を含むが、漢籍は少しずつどのコレクション中にもある。
目録として 1� 4����� %����	�	 ����� 	���� �����	���� � 
����� 
��	�
����� � ���
���� 
	��������
����� �����	��
� ����� "& $

���
�� ��� ���
�� 5�� �� ���06がある。
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かつてのイタリア中東亞研究所（(��.$）は、近年アフリカ・東洋研究所（(�(�$)
(�
	
�
� (
��	��� �
� �:�0�	�� 
 �:$�	
�

）として再編された。その圖書館にも百點
に滿たない數の漢籍があるが、古い書物は少ない。高名なチベット學者トゥッチ
（,	��
��
 5���	）の舊藏書もここに含まれる。
國立ピゴリーニ（先史民族）博物館（���
�  �!	����
 ��
	�
��	�� .
��������

%4 �	���	�	）や、地理學協會（#��	

�� ,
�������）にも若干の漢籍があるが、特筆
すべきものはほとんどない。むしろ注目すべきは、ジェノヴァのキヨソーネ美術
館（���
� �:��

 $�	
�
��
 .������ "*	�����
）である。この美術館には明治の
お雇い外國人で、収集家として知られたキヨソーネの日本美術コレクションが集
められている。ここに多くの漢籍があるというので、數年前その調査を行ったこ
とがある。美術館ではすべてキヨソーネの舊藏書と考えてきたものであるが、點
數にして約一五〇點、計數百册ある漢籍を逐一見ていくと、どうもこれらはすべ
てドイツ系アメリカ人のクライヤー（"��� ;�
1
�金楷理9 ��-�����/）のものであ
ることが判明した。クライヤーはバプチスト・ミッションの宣教師として中國に渡
り、後、江南製造局で翻譯に從事し、さらにベルリンの中國領事館などで勤務し
た人物である。洋務運動時期に西學書の翻譯家として活躍した外國人として、フ
ライヤー（<�*� ��
1
� 傅蘭雅9 ��-������）、アレン（=���� <�*� ���
� 林樂知9
��-����>�）とならんで、その名を殘している。この人物の藏書が如何にしてこの
美術館に入ったかという經緯については、關係文書が殘されていないために一切
不明である。しかしこのコレクション中にはクライヤー自身による未刊の譯稿な
ども含まれており、それなりに興味深い資料といえよう。また必ずしも明かでな
いこの人物の經歴を知る上でも貴重な材料となる。いずれにせよ、イタリアにあ
る漢籍蒐集の中ではかなり異質の存在であることは間違いない。
このようにイタリアで漢籍を所藏する圖書館を一つ一つ擧げていくだけでも、與

えられた紙數ではとても紹介しきれないが、最後に一つだけイタリアらしい例を擧
げて小文の締めくくりとしよう。リヴォルノという港町の市立圖書館（�	��	�

��
%�����	�� �484,�
���!!	� %	�����）で見つけた書物に、「正徳十三年歳在戊寅春／
黄氏集義書堂校正新刊」という牌記をもつ『類編暦法通書大全』があった。惜し
むらくは全三十卷のうち卷二十～三十だけの殘卷であるが、イタリアの漢籍蒐集
の中ではもっとも古いものの一つである。もちろんこの圖書館には中國の書物な
どは、この一點をおいて他には全くないのである。この書物が一體どのようにし
て今日にまで傳わってきたものかは、頗る興味のあるところだが、それはともか
くイタリアという國にはこういう意外な發見の可能性がある。漢籍の世界的な大
コレクションの存在は到底考えられないにしても、どの圖書館にも何がしか拾い
ものの期待がある。
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